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水色の羽根募金運動

育
英
会
だ
よ
り
ん
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平成20年 10月1日よだ

九
月
六
日
（
土
）
・
七
日
（
日
）
、

「
生
き
て
い
る
生
か
さ
れ
て
い
る

こ
の
海
に
」
を
テ

l
マ
に
、

『第
二
十

八
回
全
国
豊
か
な
海
m

つ
く
り
大
会
」

（
豊
か
な
海
ぃつ
く
り
大
会
推
進
委
員

会

・
第
二
十
八
回
全
国
豊
か
な
海
愉つ
く

り
大
会
新
潟
実
行
委
員
会
主
催
）
が
新

潟
県
に
て
開
催
さ
れ、

会
場
と
な
っ
た

朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）
に
は
、
県
内

外
か
ら
延
べ
四
万
七
千
人
も
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

ム一
A英

~ 
同( 1 ) 

こ
の
大
会
は
、
水
産
資
源
の
維
持
培

養
と
海
の
自
然
環
境
保
全
の
必
要
性
を

広
く
国
民
に
訴
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
七
日
に
行
わ
れ
た
式

典
・
放
流
行
事
に
は
天
皇

・
皇
后
両
陛

下
も
ご
臨
席
さ
れ
、
雨
の
中
、
「
ヒ
ラ

メ
」
や

「
ク
ロ
ダ
イ
」
の
稚
魚
を
ご
放

流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
漁
船
の
燃
油

高
騰
を
受
け
て
中
止
さ
れ
た
海
上
歓
迎

パ
レ
ー
ド
に
代
わ
り
、

会
場
対
岸
に
船

を
止
め
、
大
漁
旗
を
飾
っ
て
歓
迎
す
る

漁
業
者
達
に
手
を
振
っ
て
お
応
え
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
本
会
に
お
い
て
は
、
今
年
も

水
色
の
羽
根
募
金
運
動
を
実
施
。
新
潟

海
洋
少
年
団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
新
潟

市
連
絡
協
議
会、

新
潟
県
水
産
団
体
推

進
協
議
会
の
皆
さ
ま
方
（
総
勢
六
十

一

人
）
の
お
力
を
借
り
、
七
日
午
前
は
式

典
会
場
、
午
後
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
入
り

口
に
て
募
金
を
呼
び
掛
け
、
会
場
を
訪

れ
た
多
く
の
か
た
が
た
よ
り
温
か
い
ご

支
援
を
頂
き
ま
し
た
。

大
会
主
催
者
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ

い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
次
回
、
第
二
十
九
回
大
会
は
東
京
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
わ
か

り
し
だ
い
、
本
紙
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
ペ

三
重
県
津
市
で
開
催

七
月
二
十
六
日
（
土
）
、

N
P
O
法

人
朝
光
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る

『第
三
回

マ
リ
ン
カ

ッ
プ

海
難
遺
児
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
ペ
」
が
、
今
年
も
津
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
津
東
高
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
で
華
や
か
に
幕
を
開
け
る
と
、
百
八

十
八
人
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
各
ホ
l
ル
か

ら
次
々
に
ス
タ
ー
ト
し
、
日
頃
の
腕
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
に
は

地
元
の
子
供
た
ち
百
二
十
五
人
も
招
待

さ
れ
、
鳥
羽
水
族
館

・
古
田
正
美
館
長

の
講
演
や
ス
ナ

ッ
ク
ゴ
ル
フ
、

J

F
三

重
漁
連
・

三
重
県
漁
協
女
性
部
連
合
会

に
よ
る
海
産
物
の
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。

コ
ン
ペ
終
了
後
の
表
彰
式
で
、

朝
香

誠
彦
理
事
長
よ
り
寄
付
金
の
目
録
を
受

け
取

っ
た
佐
藤
信
三
本
会
専
務
理
事

は
、
「
皆
さ
ま
方
の
ご
趣
旨
に
添
い
大

切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述

べ
、
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

朝
光
ク
ラ
ブ
は
じ
め
ご
協
賛
く
だ
さ

っ
た
百
六
十
七
社
の
皆
さ
ま
、
ま
た
、

ご
支
援
い
た
だ
い
た
多
く
の
か
た
が
た

に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

全
水
面
連

第
五
十
五
回
全
国
大
会

去
る
七
月
二
十
日
（
日
）
、
ア
ク
ロ

ス
福
岡
（
福
岡
市
中
央
区
）
に
お
い
て
、

「全
水
商
連
第
五
十
五
回
全
国
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
主
催
者
で
あ
る
全
国
水
産

物
商
業
協
同
組
合
連
合
会
の
法
人
化
三

十
周
年
を
記
念
す
る
大
会
で
も
あ
り
、

初
め
て
の
試
み
と
し
て
消
費
者
を
招
い

て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ

ン
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、

会
場
ロ
ビ
ー
で
は
福
岡
水
産

物
商
業
協
同
組
合
の
メ
ン
バ
ー
が
、
漁

船
海
難
遺
児
福
岡
県
協
議
会
や
本
会
職

員
と
と
も
に
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を

頂
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

式
典
で
は
こ
の
活
動
に
対
し
、
森
勘

一
J

F
福
岡
ぎ
よ
れ
ん
代
表
理
事
会
長

の
手
で
本
会
理
事
長
の
感
謝
状
が
、
藤

原
厚
全
水
商
連
会
長
に
贈
ら
れ
ま
し

た
。

平
成
二
十
年
度

J
F
共
済

全
国
推
進
・
表
彰
大
会

九
月
四
日
（
木
）
、
「平
成
二
十
年
度

J
F
共
済
全
国
推
進

・
表
彰
大
会
」
が

ザ

・
プ
リ
ン
ス
パ
ー
ク
タ
ワ

l
東
京

（
東
京
都
港
区
）
で
開
催
さ
れ
、
全
国

の
J

F
共
済
関
係
者
約
四
百
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

会
場
の
「
ボ
l
ル
ル
l
ム
」
入
り
口

で
は
、
主
催
者
で
あ
る
J

F
共
水
連
役

職
員
の
か
た
が
た
が
、
服
部
郁
弘
本
会

副
理
事
長
と
と
も
に
募
金
を
呼
び
掛
け

て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
温

か
い
ご
支
援
を
賜
る
事
が
で
き
ま
し

た
。こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
度

第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会

七
月
二
十
五
日
（
金
）
、

「平
成
二
十
年

度
第
二
回
奨
学
生
選
考
委
員
会
」
が
開

催
さ
れ
、
「
第
二
回
奨
学
生
出
願
者
（
七

月
十
五
日
締
切
り
）
の
選
考
」
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
新
た

に
小

・
高
等
学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨

学
生
六
人
の
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生

と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
九

月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数
は
、

別
表

「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」
の
と
お
り

で
す
。

「
ゆ
び
募
金
」

コl
プ
ビ
ル
で
も
ス
タ
ー
ト

J
F
全
漁
連
な
ど
が
入
居
す
る

J
F

グ
ル
ー
プ
の
拠
点
、
東
京
・
千
代
田
区

の
コ

i
プ
ピ
ル
で

「ゆ
び
募
金
」
自
販

機
が
稼
働
を
始
め
ま
し
た
。

稼
働
を
始
め
た
の
は
本
会
を
寄
付
先

に
指
定
し
た
二
台
で
、
九
月

一
日
の
販
売

分
か
ら

一
本
当
た
り
二
円
が
漁
船
海
難

遺
児
育
英
資
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
ま
す
。

早
速
、
支
援
（
購
入
ボ
タ
ン
）
の

一

押
し
を
体
験
し
た
服
部
郁
弘
本
会
副
理

事
長
（
J

F
全
漁
連
会
長
）
は
、

「今

回
の
稼
働
に
当
た
り
関
係
者
の
ご
協
力

に
感
謝
し
ま
す
。
本
会
を
寄
付
先
指
定

し
た
も
の
は
全
国
で
も
ま
だ
十
二
台
で

す
が
、
今
後
の
普
及
に
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

自
販
機
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ

は、

N
P
O
法
人
ジ
ャ
パ
ン

・
カ
イ
ン

ド
ネ
ス
協
会
（
宮
0
4
2
・
5
7
1
・

2
2
3
3
）
ま
た
は
本
会
ま
で
。

。お知ら世
ゆび募金12よる

平成20年8日未までの寄付金累計額は

24,366円です。
ご協力ありがとうございまし定。

。

⑨ 再生紙使用http://www.jf-net.ne.jp/ikuei kai 育英会ホームページ
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保
護
者
か
ら
の
お
便
り

＊
焚
学
金
を
受
け
な
が
ら
、
息
子
は
夢

の
。プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
を

H
指
し
て
頑
張
っ

平成20年 10月 1II 

て
い
ま
す
。

（北
海
道
二
宮
美
也
子
）

＊
八
月
末
、
夫
の
十
三
回
忌
を
迎
え
ま

す
。
久
し
ぶ
り
に
家
族
が
そ
ろ
い
、
仏

一
埋
に
子
を
合
わ
す
事
が
楽
し
み
と
思
え

る
ほ
ど
、
長
い
時
が
過
ぎ
ま
し
た
。

（石
川
県
棲
井
三
重
子
）

＊
い
つ
も
大
変
あ
り
が
た
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

（大
阪
府

中
原
明
美
）

よ

＊
二一
卜
年
ほ
ど
前
、
友
人
を
海
難
事
故

で
失
っ
た
事
が
縁
と
な
り
、
育
英
会
に

寄
付
を
始
め
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
、

若
い
こ
ろ
も
っ
と
勉
強
し
て
お
け
ば
：・

だム一品

と
考
え
る
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
勉
強

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
は
本
当
に
少
な
い
気

が
し
ま
す
。
や
れ
る
時
に
や
っ
て
お
か

な
い
と
駄
目
な
勉
強
も
あ
り
ま
す
。
チ

ャ
ン
ス
の
神
様
は
前
髪
だ
け
と
も
言
い

ま
す
。
し
っ
か
り
捕
ま
え
て
、
自
分
の

も
の
に
す
る
よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（埼
玉
県
小
野
沢
通
）

＊
世
界
各
地
の
天
候
異
変
、
人
間
世
界

へ
の
枇
苫
鐘
で
し
ょ
う
か
。

（埼
玉
県

松
本
安
裕
）

『募
金
・
ご
寄
付
』
の
お
礼

平
成
二
十
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
に

ご
寄
付
を
頃
い
た
か
た
が
た
の
ご
芳
名

を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

て
漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
鮒
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

英＝民
同

皆
さ
ん
、

す
か
？

i
p
o
dを
ご
存
じ
で

( 2 ) 

ピ
ン
と
こ
な
い
方
に
説
明
致
し
ま

す
と
、
ア
ッ
プ
ル
社
が
出
し
て
い
る

携
帯
型
青
楽
再
生
機
の
事
で
す
。

私
自
身
、
音
楽
が
大
好
き
！
と
い

う
人
間
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
手
の

物
は
、
新
製
品
好
き
の
父
親
が
購
入

し
た

S
O
N
Y
の
初
代
ウ
ォ
ー
ク
マ

ン
が
あ
っ
た
な
あ

l
と
い
う
く
ら
い

で
、
当
然

i
p
o
d
に
も
全
く
興
味

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
手
に
入
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
椋
働
さ
せ
な
い
と
も

っ
た

い
な
い
と
思
い
入
門
書
を
購
入

し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
稼
働
さ
せ

て
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
た
、
す
ば
ら

し
い
発
明
品
で
、
持
ち
運
び
は
小
さ

く
て
楽
で
す
し
、
画
面
が
き
れ
い
で
、

操
作
も
単
純
な
の
で
す
。
し
か
も
今

ま
で
気
付
か
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
通
勤
は
と
て

も
楽
し
く
、
大
げ
さ
に
言
え
ば
別
世

界
で
し
た
。
今
回
紹
介
し
ま
し
た

i

p
o
d
以
外
に
も
他
社
の
製
品
も
あ

る
よ
う
な
の
で
皆
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と

し
た
気
分
転
換
に
是
非
活
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

称

・
地
方
協
ご
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。
）

一
、
漁
協
系
統
募
金

〔六
月〕

。
北
海
道

マ
側
朝
倉
商
店

O
青
森
県

マ

植
村
正
治

l
旭
日
重
光
章
受
章
記
念
。

東
京
都

マ
式
根
島
漁
業
協
同
組
合
婦
人

部
マ
船
宿
豆
や
マ
安
井
勝
利

マ
地
方
協

O
福
井
県

マ
天
森
伸

一
O
京
都
府

マ
八

木

一
弘
｜
香
典
返
し

O
山
口
県

マ
荒
川

正
治
マ
山
口
県
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

。
香
川
県

マ
向
山
武

l
退
職
に
際
し

O

長
崎
県

マ
石
原
健
三

マ
亀
山
佳

孝

香

典
返
し
マ
高
山
和
明

マ
な
ぎ
さ
会
マ
長

崎
市
茂
木
漁
協
女
性
部
マ
松
田

一
二
三

マ
地
方
協

O
大
分
県

マ
第
十
八
回
水
産

関
係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
マ
伯
洋
海
連

総〔七
月
〕

。
北
海
道

マ
石
狩
漁
業
協
同
組
合
浜
益

支
所
青
年
部
マ
常
呂
漁
業
協
同
組
合
女

性
部
部
長
新
谷
恭
子
マ
地
方
協

O
青
森

県

マ
溢
谷
登
美
子

O
石
川
県

マ
北
陸

会

・
代
表
制
山
田
屋

山
田
外
志
勝
。

静
岡
県

マ
地
方
協

O
三
重
県

マ
特
定
非

営
利
活
動
法
人
朝
光
ク
ラ
ブ
チ
ャ
リ

テ
ィ

l
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

O
和
歌
山
県

マ

須
藤
靖
子

O
福
岡
県

マ
黒
木
正
弘
マ
全

国
水
産
物
商
業
協
同
組
合
連
合
会

l
福

岡
県
大
会
募
金
マ
広
島
魚
商
協
同
組
合

青
年
部
全
水
商
連
福
岡
県
大
会
に
て

マ
地
万
協

〔八
月
〕

O
北
海
道

マ
地
方
協
。
青
森
県

マ
地
方

協

O
千
葉
県

マ
白
井
重
治

O
静
岡
県

マ

N
P
O
静
岡
英
調
理
福
祉
会
マ
駿
州
丸

子
町
人
倶
楽
部
マ
清
朔
会
マ
問
宗
漁
協

ま
つ
り
実
行
委
員
会

O
和
歌
山
県

マ
ジ

ャ
パ
ン
ピ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
イ
ン
串
本
実
行
委
員
会

O
山
口
県

マ

M
－

F
－

O
カ

ッ
プ
マ
松
村
久

O
長
崎

県

マ
長
崎
魚
市
側
｜
創
立
し
ハ
十
周
年
記

念
マ
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会

二
、
一
般
寄
付

〔六
月
〕

。
北
海
道

マ
小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー

O
青

森
県

マ
大
山
チ
セ
マ
小
山
博
則
。
宮
城

県

マ
匿
名

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨

元
克
昌

O
茨
城
県

マ
藤
本
歌
子

O
千
葉

県

マ
飯
村
久
子

O
東
京
都

マ
石
崎
三
輪

子
マ
榎
本
み
つ
枝
マ
窪
田
裕
子
マ

N
P

O
法
人
ジ
ャ
パ
ン

・
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
協

会

l
ゆ
び
募
金
マ
東
京
岩
水
会
会
長
白

土
正
治
マ
浅
海
増
殖
研
究
発
表
大
会
募

金
｜
三
会
堂
に
て
マ
友
田
久
美
子

O
神

奈
川
県

マ
中
村
貴
美
子

O
京
都
府

マ
中

上
清
吾

O
兵
庫
県

マ
五
弓
徹

O
奈
良
県

マ
辻
元
正
夫

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子
。

山
口
県

マ
浦
部
久
幸

O
鹿
児
島
県

マ
冨

元
小
松

〔七
月
〕

生数
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寸ー奨5Jlj 県府道者日

。
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
冨
元
克
昌

O

千
葉
県

マ
飯
村
久
子
マ
佐
原
芳
隆

O
東

京
都

マ
江
口
浩
司
マ
真
下
晴
子

O
神
奈

川
県

マ
南
三
千
代

O
山
梨
県

マ
佐
牒

一

江
。
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ

浜
野
茂
夫

O
岡
山
県

マ
吉
田
厚
子

O
鹿

児
島
県

マ
冨
元
小
松

〔八
月
〕

O
青
森
県

マ
高
橋
長
工
門
1

香
典
返
し

O
宮
城
県

マ
宮
城
県
秋
刀
魚
漁
開
通
信

協
会

全

日
海
東
北
地
方
支
部
経
由
。

埼
玉
県

マ
小
野
沢
通
マ
富
元
克
昌
。
千

葉
県

マ
飯
村
久
子

O
静
岡
県

マ
小
林
艶

子

O
山
梨
県

マ
佐
藤

一
江

O
京
都
府

マ

中
上
清
吾

O
鳥
取
県

マ
阪
井
光
平
マ
浜

野
茂
夫

O
山
口
県

マ
側
博
電
社
代
表
取

締
役
雌
川
徹

l
創
立
五
十
周
年
記
念
。

鹿
児
島
県

マ
冨
元
小
松

編

集

後

記

V
卜
月
は
、

全
国
漁
船
安
全
操
業
推
進

月
間
で
す
。
事
政
が
起
き
る
と
、
本
会

に
は
各
県
か
ら
報
告
占
が
同
け
ら
れ
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ

ッ
ト

を
着
用
さ
れ
ず
に
亡
く
な
ら
れ
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。
台
風
の
多
い
こ
の
時

期
、
漁
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
漁
船
の
見
回
り
に
行
く
際
も
、

忘
れ
ず
に
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
y

卜
を
持
問

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

「
着
ょ
う
、

着
せ
よ
う
」
を
合
い
青
葉

に
、
浜
の
み
ん
な
で
声
を
掛
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

V
今
号
よ
り
、
本
紙
委
託

発
送
業
者
な
ら
び
に
封
筒
を
変
更
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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